
（再評価）

令和７年１２月２５日

国土交通省 関東地方整備局

一般国道１８号
長野東バイパス

資 料 ３
令 和 ７ 年 度 第 ６ 回

関 東 地 方 整 備 局

事 業 評 価 監 視 委 員 会



１．事業の概要 ･････････････････････････････････

２．事業の進捗状況と見込み等 ･･･････････････････

３．事業の投資効果  ･･･････････････････････････

４．コスト縮減等  ･･･････････････････････････････

５．関連自治体等の意見 ･･･････････････････････

６．今後の対応方針（原案） ･････････････････････

目     次

０１

０２

１１

１８

１９

２０



平 面 図
東外環状線

な
が
の    

き
た
な
が
い
け

 
長
野
市
北
長
池

長野東バイパス
2/4車線供用済開通区間 （H9.12）

延長6.6km

至 

上
越

至 

上
越

至 

上
田

な
が
の      

お
お
つ
か

 

長
野
市
大
塚

18

19

406

403

18

な
が
の  

や
な
ぎ
は
ら

 

長
野
市
柳
原

大
塚
南

（主
）長
野
菅
平
線

大
塚

上
千
田

綱
島

南
俣

上
高
田
北

西
尾
張
部

東
和
田

北
尾
張
部

柳
原
北

須坂長野東IC

エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ

長野市

須坂市

18

第二東部
工業団地

木工
団地

運
動
公
園
南
入
口

ひがし そと  かん じょう せん

も っ こ う

事業中区間

凡 例

高 速 道 路
国 道
主要地方道
一 般 県 道
一般有料道路
市 道

工 業 団 地

約2.8km※
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（１） 事業の目的と計画の概要

・長野市中心部の交通渋滞の緩和
・交通安全の確保

１．事業の概要   

（単位：ｍ）標準横断図

位 置 図

目 的

1

・長野東バイパスは、東外環状線の一部となる国道18号のバイパス及び柳原北交差点と鉄道の立体を整備する事業であ
る。周辺には、第二東部工業団地や木工団地等の工業団地が立地している。

計画概要

事 業 区 間 ： 自）長野県長野市北長池

  至）長野県長野市柳原

計画延長・幅員 ： 延長2.8ｋm 幅員28.0m
車 線 数 ： 4車線
計画交通量 ： 30,300 ～ 34,200台/日
事 業 化 ： 平成12年度
全体事業費 ： 約260億円※（前回：約225億円）
※電線共同溝を除いた全体事業費は約243億円
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・平成2年度（1990年度） ：都市計画決定（東外環状線）

＜長野東バイパス＞

・平成12年度（2000年度） ： 事業化 ・令和2年度（2020年度） ： 全線を暫定2車線で開通（2.8km）

・平成16年度（2004年度） ： 用地着手    ・令和5年度（2023年度） ： 柳原北交差点に左折レーン設置(上越→須坂方面)

・平成23年度（2011年度） ： 工事着手

２．事業の進捗状況と見込み等
（１） 事業の進捗状況

１） 事業の経緯

2
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２．事業の進捗状況と見込み等

・現在、長野東バイパス整備区間の用地取得率は約98％（令和7年3月末現在）。

・令和3年3月に暫定2車線で開通。

・令和4年3月に柳原北交差点の上越方面から須坂方面への左折導流路を改良し、左折分岐位置を30m手前に変更。

・令和6年3月に柳原北交差点の上越方面から須坂方面への左折レーンを設置し、左折車両を分離。

・引き続き、柳原北交差点の立体化を進め、早期完成を目指し事業の推進を図る。

（１） 事業の進捗状況
２） 前回事業評価以降の主な整備状況
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①暫定2車線開通
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③柳原北交差点左折レーン設置
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２．事業の進捗状況と見込み等

・令和6年3月に柳原北交差点の上越方面から須坂方面への左折レーンを設置して、左折車両を分離。

・左折レーンの設置により、朝ピーク、夕ピークともに渋滞長が大幅に減少。

（１） 事業の進捗状況
３） 左折レーンの設置
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資料：渋滞長調査結果
設置前：R6年3月14日(木) 設置後：R6年6月13日(木)

資料：渋滞長調査結果
設置前：R6年3月14日(木) 設置後：R6年6月13日(木)
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２．事業の進捗状況と見込み等

・暫定2車線開通により、国道18号現道の通過交通の約4～5割が長野東バイパスに転換。

・また、柳原北交差点から大塚南交差点までの所要時間が約6分短縮。

5

長野東バイパスへの転換状況

（２） 社会情勢等の変化
１） 暫定2車線開通後の変化

所要時間の短縮
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資料：ETC2.0プローブデータ（全車両、平日） 開通前：R1.10、開通後：R6.10
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（２） 社会情勢等の変化
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・事業の効果や必要性、周辺環境に大きな変化は見られない。
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（３） 事業の見込み等
１） 事業費増加の要因

２．事業の進捗状況と見込み等

①地下横断函渠の液状化対策に伴う増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約14億円 増額

②材料単価・労務費の上昇に伴う増加等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  約21億円 増額

7

項目 事業費増加の要因 増 額

①
地下横断函渠の液状化対策に伴う増
加

・用地買収後に追加の地質調査を実施した結
果、液状化層が確認され対策工として深層混
合処理が必要となった。

約14億円

②
材料単価・労務費の上昇に伴う増加
等

・原材料費やエネルギーコストの高騰等に伴い、 
令和2年度に比べて材料単価・労務費が上昇。

・今後も上昇が継続する場合、更なる費用増加
の可能性がある。

約21億円

合 計 約35億円



２．事業の進捗状況と見込み等

地下横断函渠の液状化対策に伴う増加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約14億円増額

・当初、用地未買収のため、市道端部の限られた場所で地質調査を実施し、その結果を用いて、液状化判定を行っ
た結果、液状化の対象となる層はなかった。

・用地買収後に追加の地質調査を実施、既存調査では出現しなかった砂質土層の判定を行った結果、液状化層と
判定、当初は砕石置換を想定していたが、液状化対策工として深層混合処理が必要となった。

・今後、残り3箇所において地質調査結果によって新たに液状化対策が必要となり、さらなる費用増加の可能性がある。

8

（３） 事業の見込み等
２） 事業費変更の内容①

凡例

当初
追加

調査位置図 当初計画 変更計画

液状化層

追加調査

至 

上
越

至 

上
田

当初調査

いずれの層も液状化
対象ではないと判定

追加調査により新たに
液状化層を発見

長野東バイパス 長野東バイパス

砂質土層

【凡例】
礫質土層

砂質土層

粘性土層

【凡例】
礫質土層

砂質土層

粘性土層

砕石置換
H=2.0m

当初計画 変更計画

深層混合処理 
H=13.0ｍ

箱型函渠(長野東バイパス区間) L=68.1mU型擁壁 U型擁壁

砕石置換
H=2.0ｍ 深層混合処理

H=13.0ｍ 追加調査当初調査

6.0m

8.7m

13.0m



（３） 事業の見込み等
２） 事業費変更の内容②

２．事業の進捗状況と見込み等

材料単価・労務費の上昇に伴う増加等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約21億円増額

・原材料費やエネルギーコストの高騰等に伴い、 令和2年度に比べて材料単価・労務費が上昇。

・今後も上昇が継続する場合、更なる費用増加の可能性がある。

9

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

1.70

1.80

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

異形棒鋼 SD345D19 H型鋼 SS400広幅300×300
生コンクリート 30-8-20 アスファルト混合物密粒度13
クラッシャーラン 40～0

出典：公共労務費単価※

※適用：長野県
出典：（一財）建設物価調査会および

（一財）経済調査会による材料費の平均上昇率※

※適用：長野県

■建設資材単価の伸び率（R2.4を基準に算出） ■労務単価の伸び率（ R2.4を基準に算出）

1.59

1.41

1.40

1.31

1.27

1.28

1.21

1.22

1.16

1.40（平均） 1.22（平均）

単価上昇

異形棒鋼

生コンクリート

クラッシャーラン

H型鋼

アスファルト混合物
交通誘導員A 法面工 普通作業員 鉄筋工



（３） 事業の見込み等
３） 事業進捗の見込みの視点

・平成2年度に都市計画決定、平成12年度に事業化、平成16年度に用地着手、平成23年度から改良工事に着手し、令
和3年3月に暫定2車線で開通。

・長野東バイパスの用地取得率は、約98％（令和7年3月末現在）。

・地下横断函渠の液状化対策の調査設計に時間を要した。対策工の施工にも時間を要する見込みであるが、引き続き、
用地買収、工事を実施し、早期完成を目指す。

２．事業の進捗状況と見込み等

10

平 面 図

事業中区間

凡 例

高 速 道 路
国 道
主要地方道
一 般 県 道
一般有料道路
市 道

至 

上
越

18

406

村
山
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エ
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ブ

北
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部

運
動
公
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口

東
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田

西
尾
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部

19

18

上
高
田
北

南
俣上

千
田

18

117

大
塚

綱
島

大
塚
南

（
主
）
長
野
菅
平
線

須坂市

至 

上
田

東外環状線

開通区間

延長6.6km
再評価対象区間

長野東バイパス
2/4車線供用済 約2.8km※

※バイパス区間の延長

長野市

な
が
の
す
が
だ
い
ら

ひがし そと  かん じょう せん



・長野東バイパス開通前は、生活道路を抜け道走行するため、歩行者や自転車との事故に注意する必要があった。

・長野東バイパスが4車線開通することで、市街地を通過する必要がなくなると考える。

18

西
尾
張
部

運
動
公
園
南
入
口

北
尾
張
部

再評価対象区間
長野市

18エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ

資料：ETC2.0プローブデータ（平日、大型車）
開通前：R1.10、開通後：R6.10

至 
上
越

406

（主
）長
野
菅
平
線

上
高
田
北

西
尾
張
部

運
動
公
園
南
入
口

東
和
田

北
尾
張
部

再評価対象区間

長野市

須坂市

柳
原
北

開通区間

延長6.6km
長野東バイパス

2/4車線供用済 約2.8km※

エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ

至 

上
田

（１） 交通安全性の向上

３．事業の投資効果

・暫定2車線開通により、柳原北交差点・エムウェーブ交差点間を通過する交通について、生活道路を利用した大型車の
抜け道交通の約9割が長野東バイパスに転換した。

・長野東バイパスと国道18号現道の間の抜け道での死傷事故発生件数は、暫定2車線整備前後で年度平均11件から平
均5.5件に減少した。

・今後の4車線整備および柳原北交差点の立体化により、交通の転換が更に促進され、並行する国県道や生活道路の安
全性向上が期待される。

11

生活道路を通過する交通の変化 死傷事故件数の減少

長野東バイパス整備への期待（安全面）

A断面

B断面

を通行する大型車両の経路分担B断面A断面 かつ 周辺道路の死傷事故件数の推移
（各年度4月～3月の発生件数）

木
工
団
地
入
口

木工団地

Ｓ38開設
B断面→ A断面

物流事業者へのヒアリング調査より（R6.4）

物流事業者へのヒアリング調査より（R6.2）

抜け道交通が
通学路を通行

小学校

資料：交通事故データ（各年度4月～3月）

柳
原
北

406

長野東バイパス
2/4車線供用済 約2.8km※

13%

77% 96%

11% 3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

開通前 開通後

抜け道ルート① 抜け道ルート② 長野東BP

利用ルート

その他

対象交通の
9割以上が
長野東BPを
利用する
ように変化

抜け道ルート①     長野東BP利用ルート
抜け道ルート②     その他

18%

71%

2%

95%

10% 3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

開通前 開通後

抜け道ルート① 抜け道ルート② 長野東BP

利用ルート

その他

村
山

村
山

事故件数
集計対象区間

抜け道

A断面→ B断面

0
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4

6

8
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12

14

H30 R1 R2 R3 R4 （年度）

（件） R3.3
2/4車線供用

H30～R2年度

平均11件

R3～R4年度

平均5.5件

事故発生
件数が減少
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青森

374千t

62%

長野

107千t

18%

岩手

32千t

5%

山形

30千t

5%

福島

19千t

3%

秋田

16千t

3%

その他

26千t

4%

３．事業の投資効果

・長野東バイパスの沿線および北側の国道18号沿線は、りんごを主とした果樹園が多く、集荷場も点在している。

・長野東バイパスの暫定2車線整備により、須坂長野東ICへのアクセス性が向上している。

・長野東バイパスの完成により、周辺のりんご農家から集荷場や集荷場から集出荷場へのアクセス性の向上や定時性の
確保、更には首都圏等への出荷時の須坂長野東ICへのアクセス性の向上など、効率的な輸送の支援が期待される。

■全国のりんご収穫量（単位：千ｔ）

りんご集荷場と想定される輸送経路 長野のりんごの収穫量

長野東バイパス
2/4車線供用済

約2.8km※

開通区間 （H9.12）

延長6.6km

至 

上
越

至 

上
越

至 

上
田

19
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403
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須坂長野東IC
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長野市

須坂市

18
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首都圏
中京圏
関西圏

等へ出荷

12

（２） 農産物の物流効率化の支援

資料：作物統計調査（R5/農林水産省）

長野県産が
約2割

村
山

須高フルーツセンター

井上共選所

ながの総合集出荷場

集荷場（朝陽）集荷場（大豆島）

集荷場（長沼）

長野平フルーツセンター

集荷場（柳原）

■長野市内のりんご農園

※バイパス区間の延長

18

事業中区間

凡 例

高 速 道 路
国 道
主要地方道
一 般 県 道
一般有料道路
市 道

りんご共選所・
フルーツセンター

集 荷 経 路

出 荷 経 路

りんご集荷場

（国道18号現道ルート）

出 荷 経 路
（長野東BP利用ルート）

資料：長野市内農園提供



①

（３） 環状道路ネットワークの構築

３．事業の投資効果

13

環状道路ネットワーク機能の強化

道路利用者の方の声

・長野東バイパスは、長野市街地の通過交通を排除し、交通混雑の緩和、円滑な交通確保、地域間連携の強化、都市
の活性化などを目的とした長野環状道路の一部を構成する。

・上信越自動車道では(仮称)若穂スマートインターチェンジが事業中であり、令和8年には五輪大橋の無料化、合わせて

（一）三才大豆島中御所線の4車線化が予定されていることから、長野東バイパスの完成による環状道路ネットワークとし
てのさらなる機能強化が期待される。

18

18406

403

117

117

19

(一)三才大豆島中御所線

かわなかじま

(仮称)若穂SIC

(主)長野須坂インター線

至 上田

きたながの

（
一
）
大
豆
島
東
和
田
線

ながの

長野南バイパスL＝6.9km

19長野市

須坂市
事業中区間

凡 例

高 速 道 路
国 道
主要地方道
一 般 県 道
一般有料道路
市 道

長野環状道路 延長34.3km

暫定2車線開通前は国道18号現道を通行していたが、開通後は長野東バイパスを通行している。
（週5日以上通行、長野市ー神奈川県間で加工食品を運送、大型車） 長野東バイパス利用大型車ドライバーへのヒアリング調査より（R5.8）

※バイパス区間の延長

北部幹線L＝6.1km ①（一）三才大豆島中御所線の工事状況

撮影：R7.10

②（仮称）若穂SICの埋蔵文化財調査状況

撮影：R7.9

②
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ま
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（４） 電線共同溝の整備効果

３．事業の投資効果

・当該路線は、第一次緊急輸送道路に指定。

・電線共同溝の整備により災害発生時における通行止めリスクが低下し、速やかな道路啓開が可能となるとともに、安全で
快適な通行空間や良好な景観を確保。

電線共同溝(イメージ)

東外環状線
長野東バイパス
2/4車線供用済開通区間 （H9.12）

延長6.6km
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事業中区間

凡 例

高 速 道 路
国 道
主要地方道
一 般 県 道
一般有料道路
市 町 道

工 業 団 地

約2.8km※

再評価対象区間

村
山

117

至 須坂

電線共同溝の整備効果
①道路の防災性の確保 ②景観の確保

14
令和元年台風15号による

電柱倒壊状況

電柱による景観の阻害

位置図

第一次緊急輸送道路
に指定されている 国土交通省ホームページから引用

災害時に発揮する機能

※バイパス区間の延長

倒壊の危険性を回避

電線共同溝

な
が
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す
が
だ
い
ら



１） 計算条件

３．事業の投資効果

■総便益（B）

道路事業に関わる便益は、令和22年度の交通量を整備の有無それぞれについて推
計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき3便益を計上
【3便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

■総費用（C）

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上

改築事業と併せて施工される電線共同溝の工事費は含まない

（５） 費用便益分析

15

【参考】

・費用便益比（B/C）  ：2.1 (社会的割引率2%)

・費用便益比（B/C）  ：2.8 (社会的割引率1%)

注１）便益・費用について、 ［ ］内の値は基準年次における現在価値化前を示す。
注２）費用便益分析（Ｂ／Ｃ）等による評価を実施しない電線共同溝事業（無電柱化推進のために

 改築事業と併せて施工されるもの）の工事費（約17億円）については、費用便益分析の費用に含めない。

［今回］ ［前回］

・基準年 ：令和7年度 ・基準年 ：令和2年度

・分析対象期間 ：供用後50年間 ・分析対象期間 ：供用後50年間

・算出マニュアル ：令和7年8月 ・算出マニュアル ：平成30年2月

・基礎データ ：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査 ・基礎データ ：平成22年度全国道路・街路交通情勢調査

・交通量の推計年次 ：令和22（2040）年度 ・交通量の推計年次 ：令和12（2030）年度

・計画交通量 ：30,300 ～ 34,200台/日 ・計画交通量 ：26,500～28,800台/日

・事業費 ：約260億円 ・事業費 ：約225億円

・総便益（B） ：約436億円［約1,261億円］ ・総便益（B） ：約304億円［約851億円］

・総費用（C） ：約344億円［約278億円］（電線共同溝を除く） ・総費用（C） ：約267億円［約266億円］

・費用便益比（B/C） ：1.3 ・費用便益比（B/C） ：1.1



３．事業の投資効果

注1）便益・費用については、令和7年度を基準年度とし、社会的割引率を4％として現在価値化した値、［］内の値は基準年次における現在価値化前を示す値である。
注2）費用便益比算定上設定した完成年度は、令和14（2032）年度（前回：令和8（2026）年度）である。
注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注4）感度分析については、交通量・事業費は±10％、事業期間は±20％としている。

２） 事業全体

便益
（Ｂ）

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
391億円 40億円 5.2億円

436億円
［1,261億円］

費用
（Ｃ）

事業費 維持管理費 総費用

1.3
327億円 17億円

344億円
［278億円］

３） 残事業

便益
（Ｂ）

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
271億円 14億円 1.6億円

287億円
［826億円］

費用
（Ｃ）

事業費 維持管理費 総費用

5.3
45億円 8.5億円

54億円
［79億円］

16

感度分析

（B／C）

-10％

(-20％)

+10％

(+20％)

交通量 1.1 1.5

事業費 1.3 1.3

事業期間 （1.4） （1.2）

感度分析

（B／C）

-10％

(-20％)

+10％

(+20％)

交通量 4.9 5.9

事業費 5.8 4.9

事業期間 （5.5） （4.9）
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３．事業の投資効果

項目 事業全体 残事業

費用

事業費 327億円 45億円

維持管理費 17億円 8.5億円

総費用(C) 344億円 54億円

便益

走行時間短縮便益 391億円 271億円

走行経費減少便益 40億円 14億円

交通事故減少便益 5.2億円 1.6億円

総便益(B) 436億円 287億円

B/C 1.3 5.3

（６） 事業の投資効果のまとめ

主な
その他の効果

時間信頼性向上便益 走行時間のばらつきが縮小（148億円）

CO2排出量削減便益 走行速度が改善し、CO2排出量が削減（2.4億円）

NOx排出量削減便益 走行速度が改善し、NOx排出量が削減（8.0億円）

騒音低減便益 周辺地区の騒音が低減（13億円）

交通安全性の向上 交通の転換が促進され、並行する国県道や生活道路の安全性が向上

農産物の物流効率化の支援 須坂長野東ICへのアクセス性が向上し、農産物の物流が効率化

環状道路ネットワークの構築 環状道路ネットワークとしてのさらなる機能強化

電線共同溝の整備効果 道路の防災性の向上、通行空間の安全性・快適性の確保、景観の向上

コスト縮減 他事業からの流用土の活用により約0.4億円縮減



４．コスト縮減等
（１）コスト縮減の取り組み
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他事業からの流用土の活用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約0.4億円縮減

・当初、計画盛土量（約23万㎥）は、全て購入土を予定していた。

・国道18号の他事業から発生した建設発生土（約3.8万㎥）を当該事業の盛土に流用したことで、コスト縮減を図った。

位置図

長野東バイパス
2/4車線供用済

約2.8km※

再評価対象区間

※バイパス区間の延長

至 上越

至 上田至 上田

至 

松
本

E18

E18

運搬土量約3.8万m3
運搬距離約24km

盛土工事の状況（遠景） 撮影：R2.11

盛土工事の状況（近景） 撮影：R2.11



５．関連自治体等の意見

（長野県知事の意見）

• 一般国道18号は、本県及び国土の骨格となる重要な道路であり、長野東バイパスは、地域における交通の安全・円

滑化、救急医療施設へのアクセス性向上、観光の活性化に必要不可欠な事業です。

• ついては、事業を継続し、積極的な予算確保と早期完成に向けた事業の推進を強く要望します。また、事業の実施に

あたっては、一層のコスト縮減に努められるようお願いします。

（１）長野県からの意見

19



６．今後の対応方針（原案）

・平成2年度に都市計画決定、平成12年度に事業化、平成16年度に用地着手。平成23年度から改良工事に着手し、令
和3年3月に暫定2車線で開通。

・長野東バイパスの用地取得率は、約98％（令和7年3月末現在） 。

・早期完成に向けて引き続き、用地買収及び工事の推進を図る。

・長野東バイパスの整備により、交通の転換がさらに促進され並行する国県道や生活道路の安全性向上が期待される。

・国道18号現道から長野東バイパスへの転換により、農産物の物流効率化が期待される。

・長野東バイパスの整備により、長野市街地の交通混雑の緩和や円滑な交通確保、地域間連携の強化や都市の活性
化などが図られ、環状道路ネットワークとしてのさらなる機能強化が期待される。

・費用対効果（Ｂ／Ｃ）は1.3である。

・事業継続とする。

・本事業は、交通渋滞の緩和及び交通安全の確保の観点から、事業の必要性・重要性は高く、早期の効果発現を図る
ことが妥当と考える。

（２） 事業進捗の見込みの視点

（４） 対応方針（原案）

（１） 事業の必要性等に関する視点
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・他事業からの流用土の活用により約0.4億円のコスト縮減を実施。

（３） コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点


